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アメーバ型ロボットは細胞サイズの巨大リポソームに分子センサ、分子アクチ

ュエータ、分子制御回路を組み込むことで構成される。分子部品をシステムと

して統合化するためには、部品間のインタフェースの策定と全体と部品とのバ

ランスが重要となる。このような統合化技術をアーキテクチャの観点から俯瞰

する。 

 


